
第６４回 亀岡清泉荘 運営推進会議 議事録 

令和 6年 6月 25日 14時 00分 ～ 15時 15分 於：曽我部町公民館 

司会 亀岡清泉荘 代表 松野 記録 亀岡清泉荘 代表 松野 

出席者 亀岡市高齢福祉課・武田さま、南部地域包括支援センター・西村さま 

曽我部町自治会長・法貴さま 副会長・中西さま、口山区長・小野寺さま、民生委員・原田さま 

亀岡清泉荘・川勝・岩橋、村田 

欠席者  南条区長・並河さま、民生委員・大石さま、穴太区長・八田さま 

利用者さまご家族・並河さま、利用者さまご家族・斎田さま 

１．別紙報告事項 

質問・要望・助言          回答・対応 

小規模多機能で、利用者の入院、利用中止など変動が

大きかったことには理由があったのか。 

それぞれ個別の事情になるが、年齢は高齢 

方が多い。現在も入院中の方が３名おら

れ、今後は在宅での生活が難しく利用中止

になる可能性も高いが現状では利用再開を

お待ちしている状態です。 

小規模多機能は訪問介護もしているのですか、特定の

方ですか。 

必要とされている方に訪問をしている。小

規模多機能では、お迎え時に準備をした

り、お送り時に配食をしたりしています。

看護師が訪問するともあります。 

要介護５の方は、自分で活動ができないくらいの方に

なるのですか。 

寝たきりとは限らないが、歩けない方や車

いす利用の方などがおられます。グループ

ホームの２名の方は、身体は動けるが、食

事などの行動が難しいなどもあります。 

今月になって、体調不良の相談などは増えてきてい

る。（包括支援センター） 

 

小規模の利用者は、相談も受けているということだ

が、利用者数はこれから増えるのか。 

徐々に相談対応しながら、受け入れていけ

ば２５名を超える状況にはなるかと思われ

ます。 

事業活動は年間で計画しているのか、月初めなどなの

か。 

防災訓練、研修計画などは年間計画で、外

出やお散歩などは天候次第で柔軟に対応し

ています。 

７月に防犯訓練、８月に介護技術研修、９

月と２月に防災訓練、１０月に救急救命訓

練など計画しています。 

食べることが楽しみの高齢者にとって、良い活動をし

ていると思う。昔ながらの食べ方や昔のお菓子・とう

もろこしなどを食べるなど、回想法もからめて実施さ

回想法で昔ながらのお菓子、果物など提供

するようにしたい。 

 



れても良いかと思う。 

事業活動の写真を見ていると皆さん穏やか、笑顔で楽

しそうに過ごされているように思う。 

ホームは陽当たりもよく、体内時計がリセ

ットされるので、昼夜逆転になる方も少な

いように思います。 

義歯のない方は自分の歯でしっかり噛まれ

るので脳の血流もよくなり認知症の進行も

ゆるやかなような気がします。 

地区で３回ほど火事があったこともあり、秋になるか

と思うが、防災訓練を実施予定なので案内するので参

加して欲しい。初期消火の重要性や集中豪雨も懸念さ

れるので、そのあたりも考えながら計画しいく。 

地域との連携がとれるように参加していき

たい。 

防災訓練などで、清泉荘から車いすの技術などの役に

立つ情報提供をしてもいいのではないか。 

車いすの事故は家庭でも起こりえるので、

使用法、注意点など情報提供できるかと思

います。 

コロナはどうか。 

（他の施設等では少しは発生しているようです。） 

ホームでは利用者さまではこの間発生して

いない。職員やご家族で若干名発生した程

度です。 

運営推進会議は２か月に１回と決まっているのか。 

⇒国の制度として決められている。 

 

次回、運営推進会議は令和 6年 8月下旬（25日）以降開催の予定で調整・連絡いたします。 

 

 

 


